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好評！ 今週の一枚 by HASEGAWA
■写真撮影：長谷川朋也／フリーカメラマンを経て、現在は関西学院広報室職員。

樹々が色づく西宮上ケ原キャンパス。
袋いっぱいの果物を抱えて

やってきました。
関西学院幼稚園の園児のみなさん。

収穫感謝の礼拝で集まった果物を、
学院本部に届けに来てくれたのです。

たくさんの秋の味覚に、
子どもたちの笑顔と愛らしい姿。

とても賑やかでうれしい、
秋のプレゼントになりました。

「お届けします」

●第3回先端研セミナー
「オーバーツーリズムとジェントリフィケーション」
12月5日(木) 16:50～18:30
西宮上ケ原キャンパス E号館 102教室

問い合わせ：先端社会研究所／0798-54-6085
詳細：https://www.kwansei.ac.jp/i_asr/news/2019/news_20191030_023290.html

講師：松村 嘉久氏 (阪南大学 国際観光学部 教授)
中井 治郎氏 (龍谷大学 社会学部 非常勤講師)

外国人観光客の増加による弊害に苦慮する「オーバーツーリズム」問
題が浮上している京都。統合型リゾートの議論が進む一方で外国人住
民が増え、経済・社会・住民の構成が変化する都市再編現象が起きて
いる地域を抱える大阪。事例報告のあと議論します。
一般聴講可。入場無料。事前申込不要。

●Meal for Refugees（M4R）
―難民の故郷の味を食べて支援―

11月25日(月)～29日(金)
神戸三田キャンパス 第1厚生棟Lunch Box

問い合わせ：広報室／0798-54-6017
詳細：https://www.kwansei.ac.jp/news/2019/news_20191118_023419.html

難民への理解を深めようと、郷里の味を提供する「Meal for Refugees
（M4R)」を西宮上ケ原キャンパスに続いて取り組みます。総合政策学
部の学生らでつくる「J-FUN ユース K.G.」が、レシピ本『海を渡った故郷
の味』（難民支援協会刊）をもとに考案した「挽き肉のスパイシー炒め
丼」（370円）、「トマトソースの肉じゃが」（390円）、「スパイシーチキンカ
レー」（430円）という3種のメニューを提供します。1食につき20円が難
民支援協会を通じ、寄付される仕組みです。学外の方も利用できます。

●第2回公開研究会
「監視テクノロジーと日常生活
－Screening Surveillanceを観る／考える／語る－」

12月9日(月) 17:00～18:30
西宮上ケ原キャンパス B号館 302教室

問い合わせ：人権教育研究室／0798-54-6720
詳細：https://www.kwansei.ac.jp/r_human/event/2019/event_20191209_013790.htmll

講師：David Murakami Wood 氏（クィーンズ大学社会学部准教授）
田島 知之 氏（FCTメディア・リテラシー研究所）

テクノロジーの普及は便利で快適な生活をもたらす一方、日常の細
部が「収集・蓄積・分析・利用」される監視の広まりも意味しています。カ
ナダ・クィーンズ大学制作の短編映画集「Screening Surveillance」を見
ながら、ビッグデータの利用について話し合います。
一般聴講可。入場無料。事前申込不要。

●駐日ラトビア共和国特命全権大使特別講演会
「Latvia’s Century ―ラトビアの100年―」
12月3日(火) 13:30～15:00
西宮上ケ原キャンパス 第5別館 3号教室

問い合わせ：学長室／0798-54-6100
詳細：https://www.kwansei.ac.jp/i_industrial/event/2019/event_20191203_013921.html

講演者：ダツェ・トレイヤ＝マスィー(駐日ラトビア共和国特命全権大使)
(1992年外務省入省。ラトビア共和国首相外交政策顧問を経て、2017

年より現職)
関西学院大学とラトビアの関係は、1918年、神戸・原田の森にあった関

西学院高等学部でラトビア人の青年が英語を教えていたことに遡ります。
旧ソ連に併合された時代を経て、再び独立を果たしたラトビアの過去か
ら現在までを話していただきます。
一般聴講可。入場無料。事前申込不要。同時通訳あり。
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